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■ 災害バーチャル体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ システム概要 

 

(1) システムラック 

 

各展示施設の操作 
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(2) プロジェクター 

 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

87 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 演台操作盤 
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(4) タッチパネル通信用 Wi-Fi 
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２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① タッチパネル「電源 ON」ボタンを押す。 

 

 

 

② 「電源を ON しますか？」のメッセージが表示される。そのまま起動 

させる場合は「はい」ボタンを押す。起動させない場合は、「戻る」ボ 

タンを押す。 

 

※すべてのシステムが運用可能となるためには 2分程かかる。 

※室内灯もシステムに連動している。 
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(2) 自動上映 

設定したコンテンツを自動再生する。 

初期設定は次の順番で再生する。 

【PR 映像】→【注意事項】→【津波災害】→【土砂災害】→【都市型災害】 

 

① 「自動上映」ボタンを押す。再生しないコンテンツがある場合は、コ 

ンテンツのボタンを押すと上の〇印が消え、再生されなくなる。 

 

② 「スタート」ボタンを押す。 

 

③ 「ストップ」ボタンを 1回押すと停止し、2回押すとリセットされ 

る。最初からコンテンツを再生する場合は、「ストップ」ボタンを 2回 

押し、上記手順で「スタート」ボタンを押す。 
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(3) 手動上映 

コンテンツを単体で再生する。 

 

① 上映するコンテンツのボタンを押す。 

 

② 手動上映をストップする場合は「手動上映停止」ボタンを押す。 
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(4) イベント 

Blu-ray・DVD ディスクを再生する。 

 

① Blu-ray1 または Blu-ray2 を選択する。 

 

② Deck Control「▶」ボタンを押す。 

 

この画面で演出細部設定を手動で操作できる。 

 

 

 

(5) 外部入力 

演台操作盤の外部入力端子に接続したパソコン・再生機器の映像や音 

声機器を映し出すことが出来る。 

 

① 演台操作盤の外部入力端子にパソコン出力を接続する。 

    ※入力はアナログ RGB 端子と HDMI 端子の 2種類が使用可能。 
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(6) PR 映像上映時間設定 

PR 映像の上映時間を設定する。 

 

① 「PR 映像時間設定」ボタンを 2秒以上押す。 

 

② 「+」「-」ボタンで時間を変更し、「SET」ボタンを押す。 

設定した時間は、電源を切っても記憶されている。 

 

 

 

(7) 音量設定 

全体音量とマイク音量を設定できる。 
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(8) システム終了 

 

① 「終了」ボタンを押す。 

 

 

 

② 次に下記メッセージが表示される。 

「はい」を押すとシステムが終了する。 

「戻る」を押すと初期画面に戻る。 
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③ 下記画面になり、電源がすべて OFF になる。 

 

 

 

 

３ トラブルシューティング 

 

(1) 画面が変わっている 

 

① 長時間使用しなかった場合などはアプリ一覧画面に変わっている場合 

がある。この場合は「AMX TPcontrol」アイコンを押す。 
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(2) タッチパネルが動作しない 

 

① ホームボタンを押す。 

 

 

 

② もう一度ホームボタンをダブルタップする。 

 

③ 下部の「AMX TPcontrol」アイコンを長押しし、「-」ボタンを押して 

アプリを強制終了する。 

 

④ 再度ホームボタンを押し、「AMX TPcontrol」アイコンを押す。 

 

⑤ 上記手順でも復旧しない場合は、iPad を演台から取り出してホームボ 

タンと電源ボタンを同時に押し、端末を強制終了(再起動)する。 
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(3) 室内照明が点灯しない、または上映時に消灯しない 

 

① 調光ドロワー内にある機器（2台）を再起動するため、一度コネクタ 

ーを抜き、再度接続しなおす。機器のモニター表示が、エラーが発生し 

ていることを表す「88」以外の数字になっていることを確認する。 

 

 

 

 

 

(4) 全体音量が ON になっているにもかかわらず音が出ない 

 

① タッチパネルでシステムを終了する。 
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② スイッチャー・ハブの電源を切る。 

 

 

③ 時間をおいてスイッチャー・ハブを再起動する。 

 

④ タッチパネルでシステムを起動する。 

 

 

 

(5) UPS からブザー音が鳴っている、エラーが出ている 

 

① UPS の電源を切らず、システムラックブレーカーを OFF にした場合 

は、バッテリーが働き警告音が鳴り続ける。 
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② その他エラーは下記のとおり。 
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（引用元：小型交流無停電電源装置「UPS3010SP」 取扱説明書 P14～16、P29） 
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(6) プロジェクターが映らない、エラーが出ている 

 

 
（引用元：プロジェクター「PT-DZ680」 取扱説明書 P105～106） 
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■ 地震体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ システム概要 

 

(1) システムラック 
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(2) タッチパネル 

 

 

 

 

(3) 火災対策機器 

スイッチを切ると演出が消え、表示板が緑に点灯する。 

タッチパネルの表示の色も緑色に変わる。 
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(4) 起震台横の室内テレビ等の機器 

 

 

 

 

 

 

(5) 緊急地震速報用スマートフォン 
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(6) 緊急地震速報通信用 Wi-Fi 

 

 

 

 

 

 

(7) センサー 
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(8) 地震プログラムの演出 

 

 

 

 

 

 

(9) 室内照明の調光 

地震種別によって、室内照明を暗くしたりしている。 

明るさはスイッチの回転により調整できる。 
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２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① 起震台階下のピットにある制御盤のボタンで主電源を ON にする。 

 

 

 

② 操作キーを右に回し、タッチパネルを起動させる。 
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③ PC が立ち上がっていることを確認した後、緊急地震速報用スマート 

 フォンの電源を ON にする。 

 

 

※映像の送出機やスマートフォン用 PC の主電源は受付後方のスイッチ 

と連動している。 
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④ スマートフォン画面はキーボタンをスライドさせるとアプリが自動的 

に起動する。 
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⑤ 室内モニター、室外モニター、窓枠用プロジェクターの電源をリモコ 

ンで ON にする。 

 

 

 

 

 

 

⑥ すべての機器の起動を確認した後、「子供地震」を選択し、テストラ 

ンニングを行う。 
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(2) 地震プログラムの実施 

 

① タッチパネルの地震選択画面から体験する地震を選択し、「決定」ボ 

タンを押す。 

 

 

 

② タッチパネル左上の表示枠には選択した地震名が表示される。 

地震を変更したい場合は「地震を選びなおす」ボタンを押して、選択 

画面に戻し、再度選択しなおす。 
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③ タッチパネルの「開始」ボタンを押す。 

起震台が機械原点に戻ってくるまでは、画面上のどのボタンを押して 

も反応しない。体験が終了すると地震選択画面に自動で戻る。 

 

※事故防止のため、プログラムが終了後コーナーを離れる場合は、 

必ず操作キーを左に回してタッチパネルを OFF にする。 

 

 

 

(3) システム終了 

 

① 操作キーを左に回し、タッチパネルの電源を OFF にする。 

 

② 室内モニター、室外モニター、窓枠用プロジェクター、緊急地震速報 

用スマートフォンの電源を OFF にする。緊急地震速報用スマートフォン 

は主電源より先に OFF にする。 

 

③ 起震台階下に行き、主電源を OFF にする。 
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３ トラブルシューティング 

 

(1) 緊急停止と復旧 

 

① 非常時、操作台に設置されている「緊急停止スイッチ」を押すと緊急 

停止となる。 

 

② 復旧は「緊急停止スイッチ」を右に回して、「カチッ」と音が鳴るの 

を確認する。その後、タッチパネルの「緊急停止復旧」ボタンを 5秒以 

上長押しする。 

 

③ 起震台は自動的にスタート位置に戻り、新たにプログラムが選択でき 

る。 

 

 

 

(2) スマートフォンの緊急地震速報が鳴らない 

 

① 緊急地震速報用 PC の「K」ボタンを押し、画面に「WARNINNG!!」が表 

示されるか確認する。 

 

 

 

② 「WARNINNG!!」が表示される場合はスマートフォンの再起動をする。 
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③ 「WARNINNG!!」が表示されない場合は緊急地震速報用 PC と緊急地震 

速報用スマートフォンの両方を再起動する。 

 

 

 

(3) 体験中起震台が停止した、起震台が上がらない 

 

① センサーに感知した等、停止した原因が明確な場合は、「緊急停止と 

復旧」の手順に沿って操作する。 

 

※センサーが感知した時は、タッチパネルのセンサーモニターが赤色 

に点灯する。 

 

 

※「緊急停止スイッチ」を押さずに、「緊急停止復旧」ボタンのみを 

押すと機械原点に戻らず、その状態で再度起震装置を動かすと、 

起震台が外枠に乗り上げる等の危険性がある。 
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② 復旧しない場合や起震台階下ピット内の制御盤モニターに重大なエラ 

ーが表示されている場合は、消防局へ報告し、指示を仰ぐ。 

 

 

※制御盤の主電源を OFF にして強制終了すると、エラーや機械原点が 

リセットされるため、トラブルの原因が特定できない。また、起震 

台が外枠に乗り上げる危険性がある。 

 

 

 

(4) 停電時 

 

① 体験中の場合は停電した時点で停止し、その位置で起震台が降下す 

る。枠に乗り上げる可能性がある。 

 

② 消防局へ報告し、指示を仰ぐ。 

 

③ 落雷等、停電が予想される場合は体験を休止するなどの措置を取る。 

※体験休止が長期間に及ぶ場合は、消防局と協議を行うこと。連絡に 

ついては 11 ページを参照。 
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４ その他 

 

(1) 車いすの固定 

 

① 手前ソファー下部のネジ及び固定金物をすべて外し、ソファーを取り 

外す。 

 

 

② 取り外したネジを、ソファーを固定していた元の位置に取り付ける。 
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③ 車いす前方の固定については、取り付けたネジの間に車いすを設置 

し、車いす前輪の構造部分とネジをマジックテープで固定する。 
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④ 車いす後方の固定については、後ろの柵と車いす手すり部分をマジッ 

クテープで固定し、車いすがしっかりと固定されたことを確認する。 
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■ 消火体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ システム概要 

 

(1) システムラック 
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(2) タッチパネル 
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(3) 充填式消火器 

 

 

 

 

 

 

(4) 体験用消火器 
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(5) 屋内消火栓 

 

 

 

 

 

 

(6) スクリーン 
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(7) プロジェクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

124 

 

(8) 消火器充填装置 

① 制御盤 

 

 

 

 

 

 

② エアコンプレッサ 
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２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① プロジェクターの電源を ON にする。 

※各機器の電源は受付後方のスイッチと連動している。 

 

② エアコンプレッサの電源を「運転」にする。 

 

 

 

(2) パスワード入力 

 

① 4 桁のパスワードの入力し、「ENT」を押してメニュー画面を表示す 

る。 

 

② 「CLR」を押すとそれまで入力した数字をすべてクリアする。 

「DEL」を押すと最後に入力した数字を 1文字削除する。 
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(3) メニュー 

 

① 「解説映像開始」を選択すると解説映像選択画面に移行する。 

 

② 「消火体験開始」を選択すると消火体験選択画面に移行する。 

 

③ 「戻る」を選択するとパスワード入力画面に戻る。 
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(4) 解説映像選択 

 

① 「消火器」を選択すると消火器解説映像を放映する。 

 

② 「屋内消火栓」を選択すると屋内消火栓解説映像を放映する。 

 

③ 「戻る」を選択するとメニュー画面に戻る。 

 

④ 解説映像を放映中は画面が「解説映像放映中」になる。 

 

⑤ 解説映像の放映が終了すると解説映像選択画面に戻る。 
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(5) 消火体験選択 

 

① 「家庭」を選択すると家庭火災(消火器)の体験を開始する。 

 

② 「オフィス」を選択するとオフィス火災(消火栓)の体験を開始する。 

 

③ 「オフィス途中」を選択すると「オフィス」を時間短縮で体験する。 

 

④ 「戻る」を選択するとメニュー画面に戻る。 

 

⑤ 消火体験を開始すると下記画面を表示する。 

 

⑥ 「消火成功」を選択すると強制的に消火成功、「消火失敗」を選択す 

ると強制的に消火失敗する。 
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(6) 消火器充填装置 

 

① 制御盤前面にあるキースイッチを「入」にする。 

 

② 空になった充填式消火器を充填装置にセットする。 

 

③ 充填装置のノズルを充填する消火器の充填口にカチッと音がするまで 

差し込む。 
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④ 充填する消火器の取付けたノズルの番号と同一の制御盤の充填選択ボ 

タンを押す。（ランプ点灯）向かって左から№1･2･3･4 となっている。 

 

⑤ 制御盤の「スタート」のスイッチを押す。 

 

※充填式消火器の中身が残っている状態で充填すると、過充填となり 

思いがけない事故が発生する可能性があるため、充填する場合は中 

身をすべて放出し、空の状態にしてから行うこと。 

 

※充填式消火器に中身が残っている場合は圧力計の針が緑の範囲まで 

届かない。 

 

 

 

 

⑥ 充填が終了するとスイッチランプが消灯する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

131 

 

⑦ 充填終了後、ノズルを充填口から外し、ノズル掛けに戻す。 

ノズルは強く押してホースに残っているエアーを抜く。 

 

 

 

⑧ キースイッチを「切」にする。 

※消火器がセットされていない状態で操作を開始してしまうとトラブ 

ルの原因となる。 
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(7) 充填式消火器・体験用消火器 

 

① 安全ピンを抜く。 

 

② ホースを火元に向けてグリップを強く握る。放水は約 15 秒。 

 

 

 

 

(8) 1 号消火栓 ※2名で操作する。 

 

① 消火栓の発信機を押し、起動させる。 

発信機を押すと表示灯が点灯から点滅に変わる。 
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② 扉を開けてホースをすべて出して伸ばす。 

 

③ ホースが伸びたことを確認し、放水バルブを開ける。 

 

 

 

④ 消火活動終了後、放水バルブを閉めて水を止める。 

 

⑤ 発信機のボタンを復旧する。 

 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

134 

 

(9) 2 号消火栓 ※1名で操作する。 

 

① 消火栓の発信機を押し、起動させる。 

発信機を押すと表示灯が点灯から点滅に変わる。 

 

② 扉を開け、放水バルブを開ける。 

 

 

 

③ ホースを伸ばす。 

 

④ 筒先バルブを開き、放水する。 
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⑤ 筒先バルブを閉め、放水を停止する。 

 

⑥ 放水バルブを閉める。 

 

⑦ 発信機のボタンを復旧する。 

 

 

 

(10) システム終了 

 

① エアコンプレッサの電源を「停止」にする。 

 

② エアコンプレッサの水抜きを行う。 

 

※エアコンプレッサのエアタンク内に水が溜まると錆び等腐食が発生 

し事故の原因となる。排出後は必ずバルブを閉める。 

 

 

 

③ プロジェクターの電源を OFF にする。 
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３ トラブルシューティング 

 

(1) システムが立ち上がらない 

 

① 各機器に電源が供給されているか確認する。 

 

② パソコンが正常に立ち上がっているかを確認する。 

デスクトップの画面でフリーズしている場合は、パソコンを再起動さ 

せる。 

 

 

 

(2) 音声がでない 

 

① 映像が出力されているか確認する。 

 

② 映像が出力されている場合は、パワーアンプのボリュームを確認す 

る。 

 

 

 

(3) 消火できない 

 

① スクリーンに向かって放水し、映像が展開するかを確認する。 

 

② 展開しないで延焼していく場合は、センサーインターフェースの異常 

が考えられるため、本体の電源を切り数秒後再投入する。 
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(4) 体験用消火器の水漏れ 

 

① 安全ピンを抜かなくても消火器のホースから水が出る場合は、調整弁 

のネジが緩んでいるため締めなおす。 

 

 

 

② 本体内部から水漏れしている場合は、キャップを外し、水道水誘導 

 ホースの接合部分を締めなおす。 
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■ 煙避難体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ システム概要 

 

(1) システムラック 
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制御装置の電源を「ON」にするとマニュアルで起動させることができる。 
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(2) 炎演出装置 
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(3) センサー 
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(4) 疑似エレベーター 
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２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① 各機器の電源を ON にする。 

※受付後方のスイッチと連動している。 

 

 

 

 

 

② 2 階スモークマシンの電源を ON にする。 

※このスイッチ「OFF」にすると 2階を使わないときは、スモーク液の 

消費を抑えることができる。 
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③ 停電を想定した体験のため、体験室内の電気を消す。 

 

 

 

(2) パスワード入力 

 

① 4 桁のパスワードの入力し、「ENT」を押すとメニュー画面を表示す 

る。 

 

② 「C」を入力するとそれまで入力した数字をすべてクリアする。 
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(3) 体験開始 

 

① 「体験開始」ボタンを押す。 

 

② 状況に応じて、「煙出力」ボタンを押して煙を追加する。 

 

③ 天井の人感センサーにより体験者の位置を確認することができる。 

 

④ 姿勢が高いと姿勢センサーに触れ、「煙を吸わないよう、低い姿勢で 

避難しましょう」という警告メッセージが流れる。 

 

⑤ 疑似エレベーター(2 か所)のボタンを押すと「エレベーターは使わ 

ず、階段を使って避難しましょう」という警告メッセージが流れる。 

 

⑥ 体験終了後は「体験終了」ボタンを押す。 

 

 

 

 

(4) システム終了 

 

① 2 階スモークマシンの電源を OFF にする。 

 

② 各機器の電源を OFF にする。 

※受付後方のスイッチと連動している。 
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３ トラブルシューティング 

 

(1) システムが立ち上がらない 

 

① 各機器に電源が供給されているか確認する。 

 

② パソコンが正常に立ち上がっているかを確認する。 

デスクトップの画面でフリーズしている場合は、パソコンを再起動さ 

せる。 

 

 

 

(2) 装置が作動しない 

 

① すべての装置が作動しない場合はパソコンとシステム制御装置間で何 

らかの異常があり正常に通信できていない状態か、システム制御装置側 

に異常があると考えられる。正常に立ち上がっているか、エラー表示が 

ないかを確認する。 

 

② 効果音が出力されているようであれば、制御装置が正常かどうかを確 

認する。制御装置前面パネルにある各スイッチを操作し、動作するかを 

確認する。 

 

③ 人感センサーが感知しない場合は天井部のセンサーの下に立ち、カチ 

ッと音がして赤いランプが点灯するかを確認する。音がして点灯しても 

画面上に表示されない場合は、システム制御装置までのケーブルに異常 

があると考えられる。また、姿勢センサーを遮って警告メッセージが出 

力されるかを確認する。 
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(3) 煙が出ない 

 

① スモーク液が空になっていないか、給油チューブが油面に届い 

ているか、給油チューブが折れ曲がっていないかを確認する。 

 

② スモークマシン本体の受皿液ランプが点灯している場合は、廃液を処 

理する。 

 

③ スモークマシン本体の切替スイッチが「リモート」になっているか、 

リモコンの電源が ON になっているかを確認する。 

 

④ 予熱完了ランプが点灯しているかを確認する。予熱が完了するまで 

約 2分間かかる。 
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(4) 排煙が不十分 

 

① 排煙ダンパーの開閉に不具合が生じている可能性があるため、2階東 

階段上の点検口より調節ネジの調整をする。 
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■ 暴風体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ システム概要 

 

(1) 操作盤 
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(2) 制御盤 

 

 

 

 

 

 

(3) 分電盤 
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(4) システムラック 

 

 

 

 

 

 

(5) プロジェクター 
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(6) スロープ 
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２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① 分電盤のブレーカーをブレーカー番号「1」から昇順にゆっくり 

「ON」にすると、操作卓のスイッチやランプが全て点灯する。 

 

※プロジェクターの電源を後から入れると他の AV 機器がプロジェク 

ターを認識できなくなり、映像が出なくなる。 

 

 

 

② 約 1 分間の機器初期化が行われ、初期化が終了すると室内照明及び、 

操作盤のストップランプと演出パターンスイッチ(0～10m/s)が点灯す 

る。初期化が行われている時にランプ切れのチェックを行う。 
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③ カメラ映像送出用 PC の電源スイッチを押す。表示される「Log On」 

入力画面で User Name「ADMIN」、Password「JVC」を入力し、「Sigh up」 

をクリックする。次の画面で「Full Screen」をクリックする。 
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④ 室内にごみや異常がないことを確認し、パターン 3(0～30ｍ/s)で試験 

運転を行う。 

※必ず無人の状態で行う。 

※すべての装置が問題なく動作することを確認する。異常がある場合 

は運用を中止する。 

 

 

 

(2) 演出同期 

 

① 「演出パターン選択」より体験する風速を選択し、スイッチを押す。 

     1：風速 0～10m/s 

     2：風速 0～20m/s 

     3：風速 0～30m/s 

     4・5：予備 

 

② 「スタート」スイッチを押す。 

 

③ 動作中の演出を停止する場合は「ストップ」スイッチを押す。 
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(3) 手動 

 

① 「暴風(風速)パターン選択」より選択し、スイッチを押す。 

OFF：暴風停止 

     1：風速 0～10m/s 

     2：風速 0～20m/s 

     3：風速 0～30m/s 

     4・5：予備 

 

② 「演出部設定」よりストロボライトやカラーライトなどを手動で 

「ON/OFF」することが可能。 

 

 

 

(4) システム終了 

 

① 演出が終了(暴風停止)し、体験ルーム室内が無人であることを確認す 

る。 

 

② カメラ映像送出用 PC の電源ボタンを押し、シャットダウンする。 

 

③ 分電盤のブレーカーをシステム起動時の逆の順に「OFF」にする。 

※「9 コンセント」と「12 非常灯」のスイッチは「ON」のままにす 

る。 
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３ トラブルシューティング 

 

(1) 警告ランプ 

 

① 館内に非常・緊急放送が放送された時は、装置が自動的に停止し、 

「非常緊急放送」ランプが点灯する。 

緊急放送が終了すると、「リセット」ボタンが点滅する。「リセット」 

ボタンを押下すると再び通常の運転が可能になる。 

 

 

 

② 機器異常が発生した場合は「機器異常」ランプが点灯する。運転中に 

点灯した場合、強制的に装置は停止する。装置の点検を行う。 

 

 

(2) 非常停止スイッチ 

 

① 装置が操作不能になった場合(ストップボタンの故障)などに強く押 

す。 

※緊急時以外は使用しない。通常の停止は「ストップ」ボタンを押

す。 

 

② すべての電源を OFF にして装置に異常がないことを確認する。 

 

③ ボタン部分を時計回りに回転させて解除し、電源を ON にする。 
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(3) ランプチェックが終わらない、または始まらない 

 

① AC200V のブレーカーが ON になっているかを確認する。 

 

② 非常停止スイッチを押した場合は、解除し再起動を行う。 

 

③ 非常・緊急放送が流れた場合は、再起動を行う。 

 

 

(4) 初期化に機器異常ランプが点灯する 

 

① すべてのブレーカーが ON になっているかを確認する。 

 

② 初期化中に非常停止スイッチを押した場合は、解除し再起動を行う。 

 

③ 初期化中に非常・緊急放送が流れた場合は、再起動を行う。 

 

 

(5) 運転中に機器異常ランプが点灯する 

 

① 「リセット」ボタンを押して復旧するかを確認する。 

※「リセット」ボタンで復旧する場合は体験ルーム背面の吸気フィ 

ルターの目詰まりがないか、制御盤の吸排気口がふさがっていな 

いかを確認する。 

 

② 「リセット」ボタンを押しても復旧しない場合や、同様の現象が頻発 

する場合は装置が故障している可能性があるため、消防局へ報告し、 

指示を仰ぐ。 

 

 

(6) 音声・映像が出ない 

 

① 分電盤「3 ラックコンセント」の再起動をする。 

 

② メディアプレーヤーの立ち上がり後、再度運転する。 
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■ 救急体験コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ システム概要 

 

(1) AV 機器室 
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(2) モニター 
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(3) 訓練用 AED 

 

 

 

 

 

 

(4) レサシアン 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

163 

 

２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① AV 機器室の主装置スイッチを「ON」にすると、メイン画面の電源が入 

り、映像が流れる。 

 

② 体験用モニターの 2か所はリモコンで操作し、電源を入れる。 

 

 

 

 

(2) 映像選択 

 

① ボタンを押すと、映像が流れる。 

 

② 「停止」ボタンを押すと、映像が停止する。 
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(3) AED の設定 

 

① 電極パッドが接続されていないことを確認し、バッテリを取り外して 

から再度バッテリを入れる。(または、2つの「オプション」ボタンを同 

時に押下した状態で、「電源」ボタンを押す) 

 

② オペレータディスプレイにシナリオ番号が表示される。 

 

③ シナリオ番号を選択し、「電源」ボタンを押す。 
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（引用元：訓練用 AED「Laerdal AED Trainer 2」 取扱説明書 P6～7） 
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(4) システム終了 

 

① メインモニター及び体験用モニターをリモコンで操作し、電源を切 

る。 

 

② 完全に電源が落ちたことを確認し、AV 機器室のスイッチを「OFF」に 

する。 

※メインモニターの電源が落ちていない状態で AV 機器室のスイッチを 

「OFF」にすると、エラーが生じる場合がある。 
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■ はしご車に乗ってみよう 

 

１ システム概要 

 

(1) 運転席 

 

 

 

(2) 操作席 
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(3) 制御装置 

 

 

 

 

 

 

２ 操作手順 

 

(1) システム起動 

 

① 受付後方の電源スイッチ「梯子車情報機器」を「ON」にする。 

 

② システムが起動すると、無線機の交信音が鳴り始める。 

 

 

(2) システム終了 

 

① 受付後方の電源スイッチ「はしご車機器」を「OFF」にする。 


